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宝石学会（日本）2021 年度総会報告 

今年度の総会は、6 月 12 日に zoom によるオンライ

ンで実施しました。しかし、電子メールアドレスを登

録されていない会員もおられるため、その会員には議

案書を郵送し、Web、ファックスまたは郵便で回答書

をいただきました。 

その結果は次のとおりです。 

オンライン総会参

加者数 27 名 
承認 27 件   

回答数（Web、

FAX、郵便）22 件 

承認 10 件 一任 12 件 

不承認 0 件   

以上のように、議案に対して反対意見はなく、会則

20 条によれば 出席者数の過半数で議決が成立とな

っているため、総会議案は承認されたことになります。

したがって、事業計画案、予算案を基に、今年度の活

動を実施したいと思います。 

総会での議案について少し補足説明をします。 

 

2020 年度事業報告・決算について 

コロナ禍に明け暮れた 1 年だったので、事業は例年

にない活動となりました。糸魚川で実施予定の定例の

講演会・総会は中止し、総会は郵送による書面議決に

するとともに、オンラインでの活動を検討しました。 

電子メールアドレスを登録されていない会員が 22

人おられ、その方々はオンライン行事には参加できま

せんが、やむをえないこととし、当学会で zoom のア

カウントを取得してオンラインの講演会を始めるこ

とにしました。 

 会員が最も参加しやすい日時はいつがよいか、アン

ケートもとりましたが、はっきりした結論はえられず、

最初は平日の夕方とランチタイムに試行しました。ラ

ンチタイムのほうが参加者が多かったので、現在、ラ

ンチタイム講演会として定期的に実施しています。 

 さらに、6 月の糸魚川講演会ができなかったことで

翌年の講演会までのつなぎの発表会として、新春放談

会のように気軽な気分でできるオンライン講演会を 2

月に行いました。アーカイブ発表も OK で講演要旨の

提出も任意というくだけた会でしたが、10 件の発表の

うち 8 件の要旨が提出されました。近々発行の学会誌

に掲載します。 

 学会誌については、投稿論文がなかなか集まらない

状況で、せめて年 1 回は発行したい思いはあり、2020

年度内の発行をめざしていました。しかし、原稿がそ

ろわず、2021 年度にずれ込んでしまいました。今後の

学会誌の発行方針については、別途後記します。 

 2020 年度の決算については、コロナ禍による巣ご

もりということで学会費の徴収はとりやめましたが、

多少の収支がありました。収入として、朝倉書店発行

の「鉱物・宝石の科学事典」への出版協力したことに

よる印税や学術著作権協会に委託している出版物の

複写費がありました。支出としては、郵便代、HP 維持

費、zoom の利用料などです。金額は総会前にお配り

した資料をご覧ください。 

 

2021 年度事業計画・予算について 

 例年のことながら、すでに年度に入ってからの総会

のため、すでに実施済みの行事もあります。 

 コロナ禍の終息はまだしばらく先になると思われ

るので、今年度もオンライン中心の活動を考えていま

す。 

オンライン行事としてランチタイム講演会やミニ

講演会、シンポジウムも実施したいと考えています。

そこで、幹事が頭を悩ませているのが、日時とテーマ

の選定です。 

 日時については、会員が参加しやすいのは何曜日の

何時ごろがよいのか、会員の意向が十分に集約できて

いませんが、意向をフィードバックして多くの会員が

参加できるようにしたいと思います。 

現在では、ランチタイム講演会については、講師の

都合に合わせたうえ、回ごと、なるべく違う曜日にな

るようにしています。 

 ミニ講演会、シンポジウムについては、2016 年のア

ンケートも踏まえ、週末を考えています。 

 また、これらの行事で取り上げるテーマ、講師につ

いて、先日の講演会の後行ったアンケートも参考に検

討していきますが、引き続き、会員の皆様からのご提

案をお願いします。 

学会誌については、上にも書きましたが、昨年度内

の発行がかなわず、今年度になってしまいました。し

かし、ほぼ、このニュースレターと前後して発行され



ます。遅れついでに、先月 6 月の定例講演会の要旨も

掲載しました。 

 それで、思ったのですが、学会誌は、来年からは定

例講演会の後に要旨も掲載して発行することにして、

そのさい、講演の後なので、学会誌に載せるものは、

要旨に講演内容を追加したものにするというのはど

うでしょうか。事前配布の要旨以上のより多くの情報

を伝えることができ、発表者にとっても読者にとって

もメリットが大きいと思います。 

 学会誌は、もちろん論文の掲載が主体になりますが、

オリジナル論文投稿は非常に少ないのが現状です。し

たがって、解説論文や基礎入門講座のような記事の執

筆を学会内外の方に依頼したいと考えています。誰に

何を書いてもらいたいか、これについても会員皆様の

ご提案をお願いします。 

 

評議員選挙 

今年は、隔年の評議員選挙です。秋になれば評議員

候補者の募集を行い、選挙の実施を計画しています。

会員の皆様、自薦他薦で立候補をお願いします。大き

な学会では、評議員や幹事は 1～2 年で交代していま

すが、当学会では会員も少なくなかなか交代ができま

せん。学会の鮮度を保つにも評議員の高頻度の交代が

望まれますので、新規の評議員の立候補をお願いしま

す。 

 

会員・会費 

6 月のオンライン総会で、「会費滞納者に対する取扱

いはどうしているか。」という質問があり、次のように

回答しました。 

「3 年までは会費請求を行っており、3 年目の滞納者

には個別に会員の継続意思の確認を行って会費の納

入がなかった方は退会とした。」 

 本来ならば、会費は毎年納入していただくものです

が、払い忘れもよくあることなので、猶予して翌年度

にまとめて再請求しています。会員にはできるだけの

継続を望むためこのような措置をとっているわけで

もあります。当学会は、小規模な学会であるため、会

員個別の顔が見えるコミュニティになることも可能

であると思うので、できるだけ個別の対応をしていき

たいです。 

 ところで、会員の皆様は、当学会にどのような人が

入会されているかご存じでしょうか。会員数は総会資

料にあるように 100 名弱ですが、お互いに名前と顔が

わかる会員はあまり多くないのではないかと思いま

す。入会したからには、他の会員と情報交換、意見交

換したいと思われるでしょうが、現在、当学会ではそ

のような機会は限られています。せめて、会員の名前

ぐらいは知っておきたいでしょうが、なにかよい方法

はないでしょうか。かつては、会員名簿を作っている

学会もありました。しかし、近頃は個人情報保護など

プライバシーを気にする社会になっており、名簿を作

成し配布することは無理でしょう。会員の交流のため

の何らかの方法を考えていきたいです。 

宝石学会（日本）評議員会                      

 

宝石学会（日本）2021 年度講演会報告 

今年度一般講演会は、総会に先立って、6月 12日

午後 1時より、zoomによってオンラインで実施しま

した。1件の発表時間は 15分で 13件の発表が行わ

れました。参加者は、会員 55名、非会員 5名。 

講演要旨は７月発行の宝石学会誌vol35に掲載して

います。 

例年は 20件近い発表があるのですが、今年は少な

くて残念でした。13件の発表であれば午後からの開

始でなんとか収まりそうだということで午後1時開始

で実施しましたが、Zoomの操作も未熟なところもあ

り、スケジュールどおり進行ができませんでした。そ

のため、質問時間もあまりとれず、参加者には不満が

残る会になりました。講演会後のアンケートにおいて

もいろいろなご批判、ご提案をいただきましたが、運

営側としてお詫びとともに今後の改善に努めたいと

思います。 

宝石学会（日本）評議員会 

 

日本鉱物科学会年会のお知らせ 

日本鉱物科学会(JAMS)が主催する、日本鉱物科学会

2021 年年会が 9 月 16 日(木)～18 日(土)に広島大学東

広島キャンパスで開催予定です。昨年より、セッショ

ン R1「鉱物記載・分析評価」は宝石学会（日本）との

共通セッションとなっており、宝石学会（日本）の会

員の皆様も参加することが可能です。このセッション

では、鉱物のさまざまな特徴、新鉱物記載、宝石鑑別、

およびそのための鉱物の分析手法・解析法の開発につ

いての発表が行われます。 

なお，今年の年会開催は現地参加(オンライン配信)

と個別オンライン発表によるハイブリット形式*が予

定されていますが、現地開催については、今後の新型

コロナウイルス感染状況の推移を注視しつつ、安全確

保を最優先として、日本鉱物科学会本部、関係委員会

等と協議して最終判断されます。対応につきましては、

決定次第、日本鉱物科学会 WEB サイトなどで告知さ

れます。詳細につきましては日本鉱物科学会のホーム

ページをご覧ください（http://jams.la.coocan.jp/）。 

江森健太郎 



*オンライン口頭発表は Zoom（現地の口頭発表も Zoom へ接

続）、オンラインポスター発表は Confit の e ポスターを予定し

ています。 

 

ランチタイム講演会報告 

ニュースレター前号の発行の後、ランチタイム講演会

が 4回実施されました。その概要は次の通りです。な

お、写真はそれぞれの講演者の提供によるものです。 

 

日 時：3 月 23 日(火) 12:00～13:00 

講演者：荻原成騎氏（東大地球惑星） 

タイトル：ハーキマーダイアモンドの産状と鉱山開発

の時代背景 

参加者：16名 

概要：鉱物や宝石の野外採集に関心のある会員は多い

ことでしょう。この講演はそのような人の興味を刺激

するものでした。ハーキマーダイアモンドの規則的な

形状と透明感は水晶の中でも一味違う美しさを感じ

ます。それを実際に採取できるところの紹介があり現

地を身近に感じました。 

 ハーキマーダイアモンドはアメリカ先住民が古く

からお守りに使っており、この地の名前は独立戦争で

活躍した Herkimer 将軍に由来するそうです。19 世紀

に道路工事で大量に見つかって注目され、現在は、い

くつかの鉱山があって、有料で採取体験もできるとか。

また、そこは博物館や土産物屋、キャンプ場にもなっ

ていると聞くと、夏休みに軽井沢に行くような気分と

重なりました。 

 この結晶は、ドロマイトの岩体中の空洞に産出して

おり、黒鉛のような炭素質物質で被覆されているそう

で、その成因がまた不思議ですね。 

 

日 時：4 月 21 日(水) 12:00～13:00 

講演者：山田篤美氏（歴史研究家） 

タイトル：ジャスパーの赤い河――鉱物の宝庫として

のギアナ高地 

参加者：21 名 

概要：南米ベネズエラは、石油や鉄鉱石の産出、テー

ブルマウンテンやエンジェル・フォールズという世界

最大落差の滝で有名ですが、真珠、金、ダイヤモンド

など宝石とも縁の深い国です。山田さんはベネズエラ

に滞在されたこともあり、著書「黄金郷伝説」（中公新

書）でもベネズエラを紹介されています。 

 この講演は、ベネズエラの地質の特徴の話からはじ

まりました。古代地球の大陸移動の中心がこの辺りで、

そのころ形成された砂岩層とその砂岩層に貫入した

苦鉄質のマグマ由来の玄武岩が表面を覆ったテーブ

ルマウンテンがギアナ高地を形成しているとのこと。

また漂砂鉱床と石英の岩脈から金が見つかりゴール

ドラッシュになったこともあるが、今では個人業者が

採取しているそうです。そして、石英の一種であるジ

ャスパーの渓谷の話がありました。川床一面が赤いジ

ャスパーで、その渓流に涼し気に立っている人たちの

姿は贅沢そのものですね（写真）。日本であれば、この

ようなところは立ち入り禁止に違いないでしょう。 

  

日 時：5 月 18 日(火) 12:00～13:00 

講演者：古屋正貴氏（日独宝石研究所） 

タイトル：ツーソン・ジェム・ショーの楽しみ方 

参加者：20 名 

概要：有名なツーソンの展示会は以前から聞いていま

したが、どんなものか全く知らなかったので、このた

び、短時間でも聞くことができて少しイメージがつか

めました。ともかく、宝石・鉱物に関するすべてを見

ることができる巨大な展示会のようです。100kg を越

えるような石が屋外に置いてあるとか、エメラルドへ

の樹脂の含浸屋が店を出しているとか、また、博物館

に展示できるようなレアものも見ることができると

か、本当にすごいところのようです。写真は一般開放

されている展示場。一度ではとても見ることができそ

うもないので、規模が大きすぎるような気がしました

が、一度は行ってみたいところと思いました。現地で

は Uber などの個人タクシーを活用するのがよい、ス

マホは必要だが英語力は必須ではないなど、役立つ情

報も聞けました。日本人はレアストーンの相場を吊り



上げるほどの影響力があるそうで、どのくらい日本人

が行っているかも知りたいところです。 

 

日 時：7 月 15 日(木) 12:00～13:00 

講演者：中嶋彩乃氏（ジュエリー・アーティスト） 

タイトル：中国昆明国際石博覧会について 

参加者：19 名 

概要：中国南部の雲南省は、広大な中国の中でも鉱物

資源や宝石産出に恵まれ「中国の天然地質博物館」と

呼ばれるそうです。この省の省都昆明では表題博覧会

が毎年開かれており、2000 以上のブースが出されて

いるとか。中嶋さんはこの博覧会に 2016 年から 4 回

参加され、ご自身の作品も出品されています。 

 今回は、中嶋さんよりこの博覧会のことと展示品の

ことを聞くことができました。 

 中嶋さんは、3 年前、当学会の宝石学会誌に雲南省

の 4 大宝石（南紅瑪瑙、黄龍玉、石林彩玉、エメラル

ド）を紹介されておられますが、今回はそれに加えて

多くの展示品が紹介されました。私にとって強烈に印

象に残ったのは大きな大理石のピクチャーストーン

で、そこに人物や風景を思わせる自然の美しい模様が

ありました。 

 この博覧会の展示品の多くはヒスイや瑪瑙などを

彫ったり磨いたものだそうで、日本で見るミネラルシ

ョーや宝飾展とはずいぶん趣が違うものだと感じま

した。写真は、展示の満漢全席と呼ばれる宮廷料理で

すが、これは、すべて石できているそうです。 

（神田久生） 

 

山田篤美氏 大同生命地域研究特別賞受賞 

当学会会員の山田篤美さんが大同生命地域研究特別

賞を受賞されました。この賞は、地球規模における地

域研究に貢献した研究者を顕彰するもので、36 年の伝

統があります。「美と富を求める人類史としての地域

探求」という業績での受賞で、7 月 27 日に贈呈式があ

ります。 

 山田さんの著書「真珠の世界史」や「黄金卿伝説」

（いずれも中公新書）を読むと、真珠や金を題材に、

私たちが学校で習ったものとは違う歴史を知ること

ができます。コロンブスはこんな人だったのか、驚き

です。               （神田久生） 

 

中嶋彩乃氏 2021 Queen Of Gems Jewellery 

Design Awards 入賞 

このたび、当学会会員の中嶋彩乃さんが、オーストラ

リアのボルダー・オパール産地ウィントンで毎年開か

れるフェスティバルとともに行われる標題コンテス

トで 2 位に入賞されました。 

 中嶋さんは、2010 年から応募されており、すでに 5

回優勝されています。今回の作品は「天翔る、流星」

というタイトルの幅 10cm もあるペンダントで、大き

なボルダー・オパール三つが、サファイアなどがちり

ばめられた銀製のベースの上に乗っていて、そこから

ワイヤービーズが 10 本、流星の尾のように放射状に

伸びています。いまにも飛んでいきそうです。 

 また、中嶋さんは、3 月に行われた第 45 回土佐さん

ごまつり名作コンテストにおいても「ユーザー賞」を

受賞されています。        （神田久生） 
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